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更
新

の
講
義
内
容

『
太
平
記
』
の
注
釈
書
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
『
太
平
記
音
義
』

16

『
太
平
記
』
な
る
作
品

室
町
時
代
を
代
表
す
る
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
こ
の
軍
記
物
語
は
、
中
世
鎌
倉
時
代

の
『
平
家
物
語
』
が
平
曲
と
い
う
琵
琶
法
師
の
語
り
を
基
調
と
し
て
人
々
の
間
に
啓
蒙
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
室
町
時

代
の
こ
の
『
太
平
記
』
は
、
「
太
平
記
読
み
」
と
呼
ば
れ
る
藝
能
を
母
胎
に
流
布
し
、
こ
の
面
影
は
現
代
の
講
談
に
継

承
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
二
つ
の
軍
記
物
語
を
近
世
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
見
定
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
『
平

家
物
語
』
は
、
婦
女
子
の
読
み
物
と
な
り
、
『
太
平
記
』
は
、
武
士
の
読
み
物
と
い
う
位
置
づ
け
が
始
ま
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
『
太
平
記
』
が
武
士
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
ゆ
く
経
緯
に
は
、
武
士
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
先
ル
ー
ツ
を
確

認
す
る
う
え
で
大
切
な
読
み
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
『
太
平
記
』
が
舞
台
と
す
る
南
北
朝
時
代
、

日
本
各
地
の
名
の
あ
る
武
士
の
名
前
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
武
士
が
我
が
ご
先
祖
様
と
一
喜
一
憂
し
た
こ
と
は
慥
か

で
あ
る
。
そ
の
長
け
た
戦
術
や
戦
略
を
知
る
う
え
で
兵
法
の
極
意
を
パ
ノ
ラ
マ
化
し
て
読
む
感
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
ま
さ
に
武
士
の
道
を
運
ぶ
も
の
に
と
っ
て
、
実
際
の
合
戰
場
面
を
通
じ
て
武
士
た
る
生
き
方
を
学
ぶ
に
打
っ
て
付

け
の
読
み
物
と
な
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
と
は
い
え
、
武
士
の
龜
鑑
書
で
あ
る
『
太
平
記
』
に
は
、
中
国
の
故
事
を

ふ
ん
だ
ん
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
卷
第
一
に
は
韓
愈
に
つ
い
て
の
玄
恵
法
印
の

談
義
が
記
述
さ
れ
る
。
卷
第
二
で
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
身
辺
に
波
風
が
立
ち
は
じ
め
、
天
皇
お
側
に
使
え
た
人
々
の
動

き
を
漢
高
祖
の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
紀
信
な
る
人
物
の
行
為
に
比
し
て
語
っ
て
い
る
。
こ
の
高
祖
と
紀
信
と
聞
け
ば
、
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そ
の
筋
立
て
が
わ
か
る
世
界
が
こ
こ
に
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

中
世
日
本
の
武
士
政
権
が
確
立
さ
れ
て
い
く
な
か

で
、
歴
史
や
政
治
を
端
的
に
知
る
た
め
に
は
、
中
国
の
古
典
作
品
資
料
を
常
に
拠
り
所
に
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て

お
き
た
い
。
こ
れ
が
当
時
の
武
士
集
団
の
教
育
に

も
適
し
た
「
智
惠
の
蔵
」
と
い
う
内
容
を
秘
め
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
だ
。
武
士
と
し
て
の
生
き
方
そ
し
て
死
に
様
を
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
諸
共
に
活
写
し
、
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

事
実
が
其
処
に
は
描
か
れ
て
き
て
い
る
。

中
世
の
学
び
「
徃
來
物
」

人
と
し
て
の
生
き
方
は
、
楠
木
正
成
・
桜
山
茲
俊
・
村
上
義
光
ら
の
死
に
方
や
高
師
直
の
塩
谷
高
貞
の
妻
に
対
す
る

横
恋
慕
、
新
田
義
貞
と
勾
当
内
侍
と
の
情
愛
な
ど
な
ど
、
人
情
そ
の
も
の
が
そ
こ
に
は
表
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
平

安
時
代
の
貴
族
社
会
で
は
學
校
で
の
教
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
中
世
鎌
倉
時
代
に
成
る
や
武
士
の
た
め
の
學

校
は
創
ら
れ
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。
教
育
の
教
科
書
と
し
て
の
「
徃
來
物
」
が
こ
の
時
代
に
ど
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
て

い
た
の
か
を
考
え
て
お
か
ね
ば
成
る
ま
い
。
ま
た
、
仏
教
説
話
集
で
あ
る
『
今
昔
物
語
集
』
が
伝
え
た
話
し
も
、
塵
に

埋
も
れ
て
世
に
は
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
も
留
意
せ
ね
ば
成
る
ま
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
徃
還
の
消
息
文
を
文
例
に
仕

立
て
て
、
文
字
の
書
き
方
・
文
章
の
綴
り
方
を
教
え
る
「
徃
來
物
」
と
い
う
資
料
は
、
日
本
風
土
と
文
化
に
即
し
た
生

活
の
智
惠
集
で
あ
っ
た
。
四
季
折
々
の
情
感
を
手
紙
に
委
ね
、
年
中
行
事
の
作
法
に
も
適
っ
て
い
て
、
社
会
文
化
生
活

に
欠
か
せ
な
い
年
中
行
事
の
凡
て
の
事
物
を
適
確
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
類
聚
集
と
し
て

の
辞
書
に
近
い
形
態
を
有
す
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
無
か
ろ
う
。
貴
族
が
「
天
地
人
」
式
の
分
類
整
理
に
基
づ
く
知
識

整
理
に
傾
倒
し
て
い
く
の
と
は
逆
に
、
実
用
文
例
に
基
づ
く
「
読
み
書
き
」
に
主
流
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
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わ
れ
よ
う
。
『
新
撰
類
聚
徃
來
』
の
よ
う
に
、
模
範
文
例
集
に
「
も
の
づ
く
し
」
型
を
充
当
さ
せ
、
大
量
の
知
識
を
網

羅
す
る
徃
來
物
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
分
野
別
に
区
分
け
し
、
実
用
の
手
紙
文
を
書
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
知
識

や
慣
用
語
句
を
収
録
し
た
『
雜
筆
徃
來
』
と
成
り
、
武
士
の
狩
り
と
い
う
行
事
を
知
る
に
は
、
源
頼
朝
将
軍
が
冨
士
の

裾
野
で
の
卷
狩
り
を
催
し
た
時
の
一
部
始
終
を
ま
と
め
た
『
冨
士
野
徃
來
』
と
成
っ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
徃
來
物
資
料
の
な
か
で
群
拔
な
徃
來
物
と
し
て
『
庭
訓
往
來
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料

に
つ
い
て
は
次
週
話
す
こ
と
に
す
る
の
で
、
其
名
だ
け
を
茲
に
刻
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
武
士
集
団
社
会
の

人
々
が
こ
う
し
た
教
養
筋
の
徃
來
物
を
用
い
て
学
習
す
る
場
を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
知
る
手
が
か

り
に
、
こ
の
『
太
平
記
』
自
体
大
き
な
「
徃
來
物
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
太
平
記
』
が
見
せ
る
世
界
と
は

前
述
し
た
如
く
、
中
国
古
典
資
料
か
ら
の
引
用
は
尋
常
で
は
な
い
。
こ
の
『
太
平
記
』
そ
の
も
の
の
筋
立
て
以
上
に

重
要
視
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
登
場
す
る
人
物
名
の
数
が
膨
大
な
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
よ
う
。
当
に
人
名
録
を
見
る
觀

が
あ
る
こ
と
は
誰
が
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。『
太
平
記
』
人
名
索
引
に
従
っ
て
見
る
に
、
日
本
人
名
三
四
一
八
名
、

中
国
人
名
三
八
五
名
、
神
仏
架
空
人
名
二
七
〇
と
云
う
数
が
は
じ
き
出
さ
れ
て
来
る
か
ら
だ
。
日
本
人
三
四
一
八
の
数

字
は
先
祖
ル
ー
ツ
を
理
解
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
人
名
三
八
五
は
何
を
意
味
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
こ
れ

も
頻
度
順
に
見
て
み
る
と
、
項
羽
が
一
四
五
回
、
劉
邦
が
一
一
七
回
、
勾
践
が
七
一
回
、
玄
宗
皇
帝
が
五
三
回
、
夫
差

こ
う
せ
ん

が
五
一
回
、
楊
貴
妃
が
三
七
回
、
張
良
が
三
二
回
、
秦
の
始
皇
帝
が
二
六
回
、
舜
王
が
二
四
回
、
秦
王
が
二
三
回
、
趙

王
が
二
三
回
、
楊
国
忠
が
二
二
回
、
樊
噲
が
二
二
回
、
諸
葛
孔
明
が
二
二
回
、
范
蠡
が
二
一
回
、
楚
王
が
二
一
回
、
安

は
ん
れ
い

- 4 -

禄
山
が
二
〇
回
、
文
王
が
二
〇
回
と
な
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
引
用
す
る
書
名
は
、
『
史
記
』
名
場
面
、
『
長

恨
歌
』
の
物
語
、
『
貞
觀
政
要
』
に
見
え
る
儒
教
に
基
づ
く
政
道
と
い
っ
た
三
つ
の
柱
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え

て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
名
場
面
の
抜
粋
方
式
が
意
図
的
に
成
さ
れ
、
こ
れ
を
読
む
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
人
物
名
と
人
物
像
を
明
ら
か
に
脳
裏
に
描
く
こ
と
が
で
き
、
知
識
教
養
を
学
ぶ
に
打
っ
て
付
け
の
内
容
文
章
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
逆
に
、
計
量
言
語
学
を
も
っ
て
数
値
の
高
い
人
物
名
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
で
、
こ

う
し
た
作
品
の
収
容
度
合
い
を
理
解
で
き
た
が
、
も
う
一
つ
忘
れ
て
成
ら
な
い
の
が
孤
例
で
あ
る
。
中
国
人
名
の
な
か

で
一
度
し
か
登
場
し
な
い
人
物
が
一
九
〇
名
存
在
す
る
こ
と
を
ど
う
分
析
す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
名
に
も

言
え
よ
う
。
一
九
〇
〇
名
が
た
だ
一
度
限
り
の
登
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
日
本
人
の
人
物
名
は
、
一
族
連
記
や
軍

陣
の
交
名
、
儀
式
参
列
者
名
簿
の
よ
う
な
登
場
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
当
然
、
一
度
た
り
と
い
え
ど
、
系
圖
を
以

て
自
身
の
先
祖
ル
ー
ツ
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
族
一
門
た
る
武
士
に
と
っ
て
重
要
な
点
で

あ
っ
た
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
人
名
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
、
こ
れ
も
名
数
辞
典
が
「
十
○
○
」「
五

○
○
」
で
統
轄
し
て
記
載
す
る
形
態
と
見
て
い
く
と
、
よ
り
理
会
が
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
、
聖
賢
・
忠
臣
の
群

像
描
写
を
見
せ
て
い
る
。
孔
子
を
は
じ
め
と
す
る
諸
子
百
家
の
名
、
中
国
仏
教
に
お
け
る
高
僧
、
学
者
・
詩
人
・
書
家

・
絵
師
・
医
者
・
力
者
・
音
楽
家
・
美
女
・
異
能
人
・
悪
逆
者
・
悪
女
が
鏤
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
人
物
が
織
り
成
す
事
象
の
こ
と
ば
表
現
の
知
識
を
知
り
つ
く
し
た
武
士
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
こ

こ
も
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
〔
趙
高
・
禄
山
・
儲
王
・
西
施
・
諸
兄
公
・
正
成
・
斑
足
王
・
宗
氏
・
貞
滿
・
邦
時

ま
さ
し
げ

む
ね
う
ぢ

さ
だ
ミ
つ

く
に
と
き

・
諸
葛
亮
・
王
莾
・
有
忠
・
馬
鳴
・
栴
檀
・
薩
埵
・
江
師
匡
房
・
頼
豪
・
俵
藤
太
・
紀
朝
雄
・
守
屋
・
入
鹿
・
長
屋
・

シ
ヨ
カ
ツ
リ
ヤ
ウ

ワ
ウ
マ
ウ

あ

り
た
だ

メ
ミ

ヤ
ウ

セ
ン
ダ
ン

サ

ツ

タ

え
の
ソ
ツ
キ
ヤ
ウ
ハ
ウ

ラ
イ

カ
ウ

た

は
ら

ト
ウ

タ

キ

の

と

も

お

橘

逸

勢
・
文
屋
・
江
美
押
勝
・
純
友
〕

た
ち
は
な
の
は
や
な
り

フ

ン

や

え

み

の

お

し

か

つ

す
み
と
も
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知
識
を
身
に
つ
け
た
武
士
像

猛
き
サ
ム
ラ
イ
は
、
こ
う
し
て
文
に
も
秀
で
、
合
戰
の
場
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
は
集
団
性
の
連
帯
意
識
を
高
め
る
た

め
に
連
歌
を
嗜
む
よ
う
に
な
る
。
連
歌
の
賦
物
を
見
て
い
く
と
き
、
こ
こ

に
も
卓
抜
と
し
た
歴
史
事
象
を
ふ
ま
え
て
漢
詩
文
を
引
用
す
る
こ
と
ば
表

現
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
も
慥
か
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る

『
下
學
集
』
（
文
安
四
年
成
）
『
壒
嚢
鈔
』
（
文
安
五
年
成
）
『
節
用
集
』
（
文

明
年
間
成
）
の
こ
と
ば
表
現
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
ば
が
盛
ら
れ
て
く
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
『
太
平
記
』
は
、
「
徃
來
物
」

の
こ
と
ば
群
が
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
お
け
る
武
士
に
と
っ
て
は
教

科
書
的
な
「
徃
來
物
」
の
一
端
を
占
め
て
い
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
あ
る

ま
い
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
の
町
人
が
寺
子
屋
で
教
育
の
て
ほ
ど
き
を
う
け

る
に
用
い
ら
れ
た
「
徃
來
物
」
と
は
一
段
異
な
っ
た
武
士
階
級
の
た
め
に
編
ま
れ
た
教
養
書
に
匹
敵
す
る
か
ら
で
あ
る
。

『
太
平
記
』
を
引
用
し
た
古
辞
書
『
壒
嚢
鈔
』

《
典
拠
》
梵
舜
本
『
太
平
記
』
巻
第
十
三
・
龍
馬
進
奏
の
事
〔
古
典
文
庫
所
収
〕

就
中

ニ

、
天
馬
ノ
聖
代

ニ

来
ル
事
、
第
一

ノ

嘉
祥
也
。
其
故
ハ
、
昔
、
周
ノ
穆
王

ノ

時
、
驥
・
隅
・
驪
・
引
・
楼
・
梗

・
邑

キ

タ
ウ

リ

ク
ワ

カ

リ
ヨ
ク

シ

・
駟
ト
テ
、
八
疋

ノ

天
馬
来
レ
リ
。
穆
王
、
是

ニ

乗
テ
、
四
荒
八
極
不

ト
レ

至
云
所
无

リ

ケ
リ
。
或
時
、
西
天
十
万
里
ノ
山

駒

シ
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川
ヲ
一
時
ニ
越
テ
、
中
天
竺
ノ
舎
衛
国
ニ
至
リ
給
フ
。
時
ニ
釋
尊
、
靈
鷲
山
ニ
シ
テ
、
法
華
ヲ
説
給
フ
。
穆
王
、
馬
ヨ

ヘ
リ

リ
下
テ
、
會
座
ニ
臨
テ
、
則
佛
ヲ
礼
シ
奉
テ
、
却
テ
一
面
ニ
座
シ
給
ヘ
リ
。
如
来
、
問
テ
宣
ク
、
『
汝
ハ
何
レ
ノ
国
ノ

還

佛

人
ソ
』
。
穆
王
、
答
言

く
、
『
我
ハ
是
震
旦
国

ノ

王
也
』
。
佛
、
重
テ
宣
ク
、
『
善
哉
、
今
来

レ
ル
コ
ト

二

、
此
會
場

ニ
一

。
我

ニ

マ
ウ

云

吾

ト

如
來

問
云

有
二

治
レ

国
法
一

。
汝
欲
二

受
持

せ
ン
ト

一

否
』
。
穆
王
曰
『
願
ハ
信
受
奉
行
シ
テ
、
施

サ
ン

二

理
民
安
国
ノ
功
徳

ヲ
一

』
。
尓
時

ニ

、
佛
、

マ
ウ

世
尊

以
二

漢
語
一

、
四
要
品
ノ
中
ノ
八
句
偈
ヲ
、
穆
王
ニ
授
給
フ
。
今

ノ

法
華

ノ

中
ノ
経
律
ノ
法
門
有
ト
云
フ
深
秘
ノ
文
是
也
。

和

穆
王
、
震
旦
ニ
帰
テ
後
、
深
ク
心
底
ニ
秘
シ
テ
、
世
ニ
不
レ

被
レ

傳
。
此
時
、
慈
童
ト
云
ケ
ル
童
子
ア
リ
、
此
童
子
ヲ
穆

皈

申

王
、
寵
愛

ニ

依
テ
、
恒
ニ
帝
ノ
傍

ニ

侍
リ

ケ
リ
。
或
時
、
彼
慈
童
、
君
ノ
空
位
ヲ
過
ケ
ル
カ
、
誤
テ
、
帝
ノ
御
枕
ノ
上
ヲ
ソ
越

常

カ
タ
ヘ

此

超

ケ
ル
。
群
臣
議

シ
テ

曰
、
『
其
例
ヲ
考
ル
ニ
、
罪
科
浅
キ
非
ス
。
雖
レ

然
、
事
誤
ヨ
リ
出
タ
ル
ヲ
以

テ

死
罪
一
等
ヲ
宥
テ
、

マ
ウ

遠
流

ニ

可
レ

被
レ

處
』
ト
奏
シ
ケ
ル
。
群
議
止
ル
事
ヲ
不
レ

得
、
慈
童

ヲ

燎
縣
ト
云
深
山
ヘ
ソ
流
ケ
ル
。
彼
燎
縣
ト
云
所

ハ

、

ム

申

帝
城
ヲ
去
事
三
百
里
、
山
深
シ
テ
鳥
タ
ニ
モ
不
レ

鳴
、
雲
暝
シ
テ
虎
狼
充
満
せ
リ
。
サ
レ
ハ
假
ニ
モ
此
山
ニ
入
人
ノ
、

ク
ラ
フ

々

た

生
テ
帰
云
事
ナ
シ
。
穆
王
、
猶
慈
童
ヲ
哀
ミ
思
召
ケ
レ
ハ
、
彼
八
句
ノ
内
ヲ
分
タ
レ
テ
、
普
門
品
ニ
ア
ル
二
句

ノ

偈
ヲ
、

皈

憐

給
テ

有

潛
ニ
慈
童
ニ
授
サ
せ
給
ヒ
テ
、
『
毎
朝
ニ
十
方
ヲ
一
礼
シ
テ
、
此
文
ヲ
一
反
イ

可
レ

唱
』
ト

被
レ

仰
ケ
ル
。
慈
童
、
遂
ニ

返

よ

ぞ

燎
縣
ニ
被
レ

流
、
深
山
幽
谷
ノ
底
被
レ

棄
ケ
リ
。
爰
ニ
慈
童
、
君
ノ
恩
命
ニ
任
テ
、
毎
朝
ニ
一
反
此
文
ヲ
唱
ケ
ル
カ
、
若

て

ぬ

仍

返

忘
モ
せ
ム
ス
ラ
ン
ト
思
ケ
レ
ハ
、
側
ナ
ル
菊
ノ
下
葉
ニ
、
此
文
ヲ
書
付
ケ
リ
。
其

ヨ
リ
此
菊
ノ
葉
ニ
ヲ
ケ
ル
下
露
、

傍

た
り
け
る

後

僅
ニ
落
テ
流
ル
ヽ
谷
ノ
水
ニ
滴

リ

ケ
ル
カ
、
其
水
皆
、
天
ノ
霊

薬
ト
成

ル

。
慈
童
、
渇
ニ
臨
ン
テ
、
是
ヲ
飲
ニ
、
水

に

良
イ

ぞ

に
け

※

ノ
味
、
天
甘
露
如
ク
ニ
シ
テ
、
恰
百
味
ノ
珎
ニ

勝
レ
リ
。
加
之
、
天
人
、
花
ヲ
捧
テ
来
リ
、
鬼
神
、
手
ヲ
束
テ
奉

宛

も

増

ら
す

擎

ツ
カ
ネ

仕
シ
ケ
ル
間
、
敢
テ
虎
狼
悪
獣
ノ
恐
无
シ
テ
、
却
テ
換
骨
羽
化
ノ
仙
人
ト
成
テ
ケ
リ
。
是
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
此
谷
ノ
流

ク
ワ
ン
コ
ツ

ウ
カ

ノ
末
ヲ
汲
テ
飲
ケ
ル
民
三
百
餘
家
、
皆
、
病
則
消
滅
シ
テ
、
不
老
不
死
ノ
上
壽

ヲ

保
テ
リ
。
其
後
、
時
代
推
移
テ
、

水

速
に

け

慈
童

八
百
餘
年
マ
テ
慈
童
、
猶
少
年
の
皃

チ

有
テ
、
更
ニ
衰
老
ノ
姿
ナ
シ
。
魏

ノ

文
帝
ノ
時
、
彭
祖
ト
名
替
テ
、
此
術
ヲ
文
帝

歳

保

如

ニ
授
奉
ル
。
文
帝
、
是
を
受
て
、
菊
花
ノ
盃
ヲ
傳
ヘ
テ
、
一

ト
ヒ

万
年
ノ
壽
ヲ
被
レ

成
。
今
ノ
重
陽
ノ
宴
是
也
。
其
ヨ
リ
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後
、
皇
太
子
、
位
ヲ
天
ニ
受
サ
せ
給
フ
時
、
必
先
此
文
ヲ
受
持
シ
給
フ
。
依
レ

之
普
門
品
ヲ
當
途
王
経
ト
ハ
申
ナ
ル
ヘ
シ
。

嗣

仍

ツ

也

此
文
、
我
朝

ニ

傳
ハ
リ
、
代
々
ノ
聖
主
御
即
位

ノ

日
、
必
ス
是
ヲ
受
持
シ
給
フ
。
若
幼
主

ノ

君
践
祚
ア
ル
時

ハ

、
攝
政
、
先

て

也

の

是
ヲ
受
テ
、
御
治
世
ノ
始
ニ
必
君
ニ
授
奉
ル
。
此
八
句
ノ
偈
文
、
三
国
傳
来
シ
テ
、
理
世
安
民
ノ
治
略
、
除
災
与
楽
ノ

給

治

秘
術

要
術

ト

成
ル

。
是
偏

ニ

穆
王
天
馬
ノ
徳
也
。
サ
レ
ハ
此
龍
馬
ノ
来
レ
ル
事
、
併
佛
法
王
法
ノ
繁
昌
、
寳
祚
長
久
ノ
奇
瑞
ニ

法

也

候
ヘ
シ
ト
」
被
レ

申
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
主
上
ヲ
始
進
せ
テ
、
當
座

ノ

諸
卿
、
悉
心
ニ
服
シ
、
旨
ヲ
承
テ
、
賀
シ
申
サ
ヌ
人
ハ

无
リ
ケ
リ
。
〔
梵
舜
本
一
九
〇
⑪
～
一
九
四
④
〕
〔
玄
玖
本
二
九
七
①
～
三
〇
〇
③
〕
〔
大
系
本
二
、

⑤
～

①
〕
※
原

13

15

文
の
傍
に
『
鮮
嚢
鈔
』
表
記
と
共
通
す
る
部
分
を
波
傍
線
で
示
し
、
異
な
り
文
字
を
記
載
し
た
。
但
し
、「
渇
」
の
み
「
※
」
で
表
示
し
た
。

と
あ
っ
て
、
明
ら
か
な
る
語
句
の
異
同
は
、
字
形
相
似
の
「
末
→
水
」
と
、「
天
馬
→
駒
」「
如
来
→
佛
」「
佛
→
如
来
」

「
佛
→
世
尊
」
「
漢
語
→
和
語
」
「
云
→
申
」
「
彼
→
此
」
「
云
→
申
」
「
則
→
速
ニ
」
「
百
餘
年
→
百
餘
歳
」
「
天
ニ
受
サ

せ
→
嗣
」
「
理
世
→
治
世
」
「
要
術
→
要
法
」
の
十
四
箇
所
に
過
ぎ
な
い
。
謡
曲
「
枕
慈
童
」
（
四
五
番
目
）
に
類
話
を

ま
く
ら
じ
ど
う

見
る
が
、
こ
こ
は
明
ら
か
に
『
太
平
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、
『
世
諺
問
答
考
證
』(

天
文
二
十
年
写)

卷
下

に
、
「
瑜
案
す
る
に
周
穆
王
釋
迦
に
見
え
し
と
云
は
も
と
よ
り
僧
徒
の
み
め
作
の
虚
言
に
し
て
慈
童
か
事
も
た
し
か
な

る
書
に
見
え
た
る
事
な
し
是
ま
さ
し
く
荊
州
記
云
菊
水
ハ
出
禳
縣
ヨ
リ
芳
菊
被
岸
水
出
極
テ
香
シ
谷
中
皆
飲
此
水
ヲ
上

壽
百
二
十
太
尉
胡
廣
久
患
風
疾
恒
飲
後
遂
癒
年
八
十
二
薨
後
漢
胡
廣
字
伯
始
南
郡
華
容
人
是
れ
神
仙
傳
に
見
え
た
る
彭

祖
か
事
を
附
會
し
て
作
り
た
り
と
見
ゆ
」
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
述
内
容
が
神
田
本
・
西
源
院
本
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
高
橋
貞
一
「
壒
嚢
鈔
と
太
平
記
」
に
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
今
般
、
梵
舜
本
そ
し
て
玄
玖
本
を
併
せ
て
対
校
し
て
み
た
が
、
玄
玖
本
に
は
「
遠
流

ニ

可
レ

被
レ

處
ト
奏
シ
ケ
ル
。

注
６

群
議
止
ル
事
ヲ
不
レ

得
」
の
箇
所
が
脱
漏
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
梵
舜
本
に
つ
い
て
も

ム

略
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
譚
は
、
今
野
達
「
壒
嚢
鈔
と
中
世
説
話
集
」
が
指
摘
す
る

『
壒
嚢
鈔
』
と
同
文
共
通
話
を
有
す
る
と
し
て
、
先
後
関
係
に
あ
る
『
三
國
傳
記
』
卷
一
の
第
一
四
話
に
も
こ
の
説

注
７
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話
は
引
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

頼
豪
怨
霊
説
話
の
広
が
り

次
に
、
「
頼
豪
が
怨
靈
の
事
」
譚
の
場
面
を
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
茲
で
の
挿
絵
は
、
何
気
な
く
描
か
れ
て

ら

い
が
う

を
ん
り
や
う

い
て
矢
張
り
文
面
が
便
り
で
な
い
と
意
味
を
解
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
遥
に
程
経
て
後
。
白
川
の
院
の
御
宇
に
。
江
の
そ
つ
き
や
う
房
の
兄
に
。
三
井
寺
の
ら
い
が
う
僧
都
と
て
、

は
る
か

ほ
ど

へ

し
ら
か
ハ

ゐ
ん

ぎ

よ

う

え

(

匡

)

ば
う

あ
に

ミ

ゐ

で

ら

(

頼

豪

)

そ

う

づ

た
つ
と
き
人
有
け
る
を
め
さ
れ
。
皇
子
御
た
ん
じ
や
う
の
御
祈
り
を
ぞ
仰
せ
つ
け
ら
れ
け
る
。
ら
い
が
う
ち
よ
く
を
う

(

貴

)
(

召)

わ

う

じ

(

誕

生

)

い
の

(

頼

豪

)
(

勅

)

け
給
て
。
か
ん
た
ん
を
く
だ
き
て
き
せ
い
し
け
る
に
。
陰
徳

忽

に
あ
ら
ハ
れ
て
。
承
保
元
年
十
二
月
十
六
日
に
皇
子

(

肝

胆

)
(

砕

)
(

祈

請

)

い
ん
と
く
た
ち
ま
ち

(

顕

)

ぜ
う
ほ
う

わ

う

じ

御
た
ん
じ
や
う
有
て
け
り
。
み
か
ど
叡
感
の
あ
ま
り
に
、
「
御
い
乃
り
の
勧
賞
宜
し
く
こ
ふ
に
よ
る
べ
し
と
。
宣
下
せ

(

誕

生

)
(

帝

)

え
い

か
ん

(

余

)
(

祈

)

け
ん
し
や
う
よ
ろ

(

請)
(

依)

せ

ん

げ

ら
る
。
ら
い
か
う
、
年
来
の
所
望
な
り
け
れ
バ
。
他
の
官
禄
一
向
、
こ
れ
を
さ
し
を
い
て
。
園
城
寺
乃
三
ま
や

(

頼

豪

)

と

し

ご

ろ

し

よ

も

う

た

く
ハ
ん
ろ
く

か
う

(

差)
(

置)

を

ん

じ

や

う

じ

さ

(

摩

耶

)

か
い
だ
ん
造
立
の
勅
許
を
ぞ
申
し
給
ハ
り
け
る
。
山
門
又
こ
れ
を
聞
て
く
わ
ん
状
を
さ
ゝ
げ
て
禁
廷
に
う
つ
た
へ
。

(

戒

壇

)

ざ
う
り
う

ち
よ
く
き
よ

さ
ん
も
ん

(

款

)

じ
や
う

(

捧

)

き
ん
て
い

(

訴

)

先
例
を
ひ
き
て
ち
や
う
は
い
せ
ら
れ
ん
と
奏
し
け
れ
共
、
「
綸
言
二
度
か
へ
ら
ず
」
と
て
勅
許
な
か
り
し
か
ば
。
三
塔

せ
ん
れ
い

(

引

)
(

停

廃

)

そ
う

り
ん
げ
ん

(

返

)

ち
よ
く
き
よ(

無)

た
う

が
う
き
を
も
つ
つ
て
谷
々
の
か
う
え
ん
を
打
ち
や
め
。
社
々
の
門
戸
を
と
ぢ
て
御
願
を
や
め
け
る
間
、
朝
儀
も
だ
し

(

嗷

議

)
(

以

)

た
に
／
″
＼

(

講

演

)

う
ち

(

止)

や
し
ろ
／
＼

も

ん

こ

(

閉)

ぐ
ハ
ん

(

止)

て

う

ぎ

(

黙

)

が
た
く
し
て
。
力
な
く
三
ま
や
か
い
だ
ん
造
立
の
ち
よ
く
さ
い
を
ぞ
召
か
へ
さ
れ
け
る
。
ら
い
が
う
こ
れ
を
い
か
り

(

難

)

ち
か
ら(

無)

さ

(

摩

耶

)
(

戒

壇

)

ざ
う
り
う

(

勅

裁

)

め
し

(

返

)
(

頼

豪

)
(

怒

)

て
。
百
日
乃
間
か
ミ
を
も
そ
ら
ず
つ
め
を
も
き
ら
ず
。
ろ
だ
ん
乃
煙
に
ふ
す
ぼ
り
。
し
ん
い
乃
ほ
の
ほ
に
ほ
ね
を
こ

(

髪

)
(

剃)
(

爪

)
(

切)
(

炉

壇

)

け
ふ
り

(

瞋

恚

)
(

炎

)
(

骨

)
(

焦)

が
し
て
。「
我
願
く
は
即
身
に
大
ま
え
ん
と
成
て
。
玉
躰
を
な
や
ま
し
奉
り
。
山
門
の
仏
法
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
」
と
云
悪
念

ね
が
ハ

そ
く
し
ん

(

魔

縁

)

ぎ
よ
く
た
い

(

悩

)

さ
ん
も
ん

ぶ
つ
ほ
う

(

滅

)

い
ふ
あ
く
ね
ん

を
お
こ
し
て
。
つ
ゐ
に
三
七
日
が
中
に
壇
上
に
し
て
死
に
け
り
。
其
を
ん
り
や
う
は
た
し
て
じ
や
ど
く
を
な
し
け
れ

(

起

)
(

遂

)

だ
ん
じ
や
う

し

(

怨

霊

)
(

邪

毒

)
(

成)

バ
。
ら
い
が
う
が
祈
出
し
奉
り
し
皇
子
。
い
ま
だ
母
后
乃
御
ひ
ざ
の
う
へ
を
は
な
れ
さ
せ
給
ハ
で
。

忽

に
御
か
く
れ

(

頼

豪

)

い
の
り

わ

う

じ

ぼ

こ

う

(

膝

)
(

上

)
(

離

)

た
ち
ま
ち

(

隠

)
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有
け
り
。
え
い
き
ん
こ
れ
に
よ
て
た
え
ず
。
山
門
乃
が
う
そ
。
園
城

(

叡

襟

)
(

依)
(

堪

へ

)

さ
ん
も
ん

(

嗷

訴

)

を
ん
じ
や
う

乃
か
う
げ
ん
。
と
く
し
つ
は
な
ハ
だ
し
き
こ
と
か
く
れ
な
か
り
け
れ

(

効

験

)
(

得

失

)
(

甚

)
(

事

)
(

隠

)
(

無)

ば
。
か
つ
は
山
門
の
は
ぢ
を
す
ゝ
ぎ
。
又
ハ
け
い
た
い
乃
ひ
つ
き
を

(

し
ば
し)

さ
ん
も

ん

(

恥

)
(

濯

)
(

継

体

)
(

設

け

)

全

せ
ん
た
め
に
。
え
ん
り
や
く
寺
の
座
主
良
信
大
僧
正
を
申
請
じ

ま
つ
た
う

(

延

暦

)

じ

ざ

す

り
や
う
し
ん

そ
う
じ
や
う

し
や
う

て
。
皇
子
御
誕
生
の
御
祈
を
ぞ
致
さ
れ
け
る
。
先
御
修
法
の
間
。
種
種

わ

う

じ

た
ん
じ
や
う

い
の
り

い
た

ま
づ

ミ

し

ほ

し
ゆ
／
＼

の
き
ず
い
あ
り
て
承
暦
三
年
七
月
九
日
。
皇
子
御
た
ん
じ
や
う
あ
り
。

(

奇

瑞

)
(

つ)

せ
う
り
や
く

わ

う

じ

(

誕

生

)

山
門
乃
護
持
ひ
ま
な
か
り
け
れ
ば
、
頼
豪
が
怨
霊
も
ち
か
づ
き
奉
ら

さ
ん
も
ん

ご

ぢ

(

隙

)
(

無)

ら

い
が
う

を
ん
り
や
う

(

近

付

)

ざ
り
け
る
に
や
。
此
宮
、
つ
ゐ
に
玉
躰
つ
つ
が
な
ふ
し
て
。
天
子
の
位

ミ
や

(

遂

)

ぎ
よ
く
た
い

(

無

く

)

て

ん

し

く
ら
ゐ

を
ふ
ま
せ
給
ふ
。
御
在
位
の
後
。
院
号
有
て
。
堀
河
院
と
申
せ
し
ハ
。

(

践)

ざ

い

ゐ

の
ち

ゐ
ん
が
う(

あ
つ)

ほ
り
か
ハ
の
ゐ
ん

即

此
第
二
の
宮
の
御
事
也
。
其
後
。
頼
豪
が
亡
霊

忽

に

謫

の
牙
。

す
な
ハ
ち(

こ
の)

た
い

ミ
や

(

な
り)

(

そ
の)

ら
い
が
う

ば
う
れ
い
た
ち
ま
ち

く
ろ
が
ね

き
バ

石
の
身
な
る
。
八
万
四
千
の
鼠
と
成
て
。
ひ
え
い
山
に
登
り
。
仏
像

い
し

ね
ず
ミ

(

比

叡

)

さ
ん

の
ぼ

ぶ
つ
ざ
う

・
経

巻
を
く
ひ
破
け
る
間
。
是
を
ふ
せ
ぐ
に
。
術
な
く
し
て
頼
豪

き
や
う
ぐ
わ
ん

(

喰)

や
ぶ
り

(

こ
れ)

(

防

)

じ
ゆ
つ(

無)

ら
い
が
う

を
一
社
乃
神
に
あ
が
め
て
。
其
怨
念
を
し
づ
む
。
鼠
乃
禿
倉
こ
れ
な

し
や

か
ミ

(

崇

)
(

そ
の)

を
ん
ね
ん

(

鎮

)

ね
す
ミ

ほ

こ

ら

り
。
か
ゝ
り
し
後
ハ
、
三
井
寺
も
い
よ
／
＼
意
趣
ふ
か
う
し
て
。
や

の
ち

み

ゐ

て

ら

い

し

ゆ

(

深

)

ゝ
も
す
れ
バ
。
戒
壇
の
事
を
申
達
せ
ん
と
し
。
山
門
も
又
以
前
の
嗷
儀

か
い
だ
ん

た
つ

さ
ん
も
ん

(

ま
た)

い

ぜ

ん

が

う

ぎ

を
例
と
し
て
、
理
不
盡
に
こ
れ
を
。
徹
却
せ
ん
と
す
。
さ
れ
バ
は
じ

れ
い

り

じ
ん

て
つ
き
や
く

(

始

)

め
承
暦
年
中
よ
り
。
去
る
文
保
元
年
に
い
た
る
ま
で
此
戒
壇
ゆ
へ

せ
う
り
や
く
ね

ん

ぢ
う

さ
ん
ぬ

ぶ

ん

ほ
う
ぐ
ハ
ん
ね
ん

(

至

)
(

こ
の)

か
い

だ

ん

(

故

)

に
園
城
寺
の
焼
る
事
す
で
に
七
ケ
度
な
り
。
〔
卷
第
十
五

オ
⑩
～

を
ん
じ
や
う
じ

や
く

か

ど

05

07

オ
⑤
〕

- 10 -

『
太
平
記
音
義
』
と
『
太
平
記
賢
愚
抄
』

卷
毎
に
表
出
す
る
こ
と
ば
を
抜
粋
し
、
そ
の
こ
と
ば
の
意
義
説
明
し
た
辞
書
の
走
り
な
る
書
が
こ
の
二
書
で
あ
る
。

『
太
平
記
音
義
』
二
巻
合
册
本
に
つ
い
て
は
、
駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
第

号
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
刊
）
に
そ

40

の
全
容
を
記
載
す
る
。
そ
の
索
引
も
後
に
合
冊
し
て
近
思
研
究
所
か
ら
掲
載
し
て
い
る
の
で
お
確
か
め
願
い
た
い
。
こ

の
版
本
（
慶
長
古
活
字
版
）
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
資
料
を
用
い
て
翻
刻
索
引
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
と

な
れ
ば
遠
い
昔
の
カ
ー
ド
か
ら
の
手
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
す
る
。
總
語
数
は
、
三
九
〇
四
語
。
上
記
の
「
頼
豪
」

は
通
番
一
一
三
三
「
ラ
イ
カ
ウ
」
と
あ
る
。
形
容
詞
語
に
は
「
嚴

キ
ヒ
シ
ヽ
」
〔
二
六
二
〕
「
羲

ヤ
サ
シ
ヽ
」
〔
四

四
九
〕「
峡

カ
タ
マ
シ
ヽ
」〔
一
〇
四
七
〕
と
シ
ヽ
語
尾
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

畳
字
語
も
「
耿
々

カ
ウ
／
＼
」〔
四

二
〕
「
蕭
々

シ
ヨ
ウ
／
＼
」
〔
四
三
〕
「
區
々

ク
ヽ
」
「
八
三
」
「
磨
々

ス
リ
／
＼
」
〔
一
〇
七
〕
「
若
々

ホ
ノ
／

＼
」
〔
一
六
四
〕
「
逼
々

ツ
マ
リ
／
＼
」
〔
一
七
四
〕
「
得
々

ト
ク
／
＼
」
〔
二
六
五
〕
「
瀼
々

シ
ヤ
ウ
／
＼
」
〔
三

〇
九
〕
「
谷
々

ヤ
ツ
／
＼
」
〔
六
五
七
〕
「
索
々

サ
ク
／
＼
」
〔
九
八
一
〕
「
愕
々

カ
ク
／
＼
」
〔
一
二
九
八
〕
「
融

々
洩
々

ユ
ウ
／
＼
エ
イ
／
＼
」〔
一
四
九
六
〕「
墓
々
敷

ハ
カ
／
＼
シ
キ
」〔
一
五
七
六
〕「
啾
々

シ
ユ
ウ
／
＼
」〔
一

五
七
九
〕
「
熟
々

ツ
ク
／
＼
」
〔
一
六
一
〇
〕
「
妙
々

タ
ヘ
／
＼
」
〔
一
六
二
二
〕
「
嶮
々

ヨ
ウ
／
＼
」
〔
一
八
六

六
〕
「
寂
々

シ
ヤ
ク
／
＼
」〔
一
八
八
九
〕
「
泛
々

ハ
ン
／
＼
」
〔
一
九
三
一
〕
「
區
々

マ
チ
／
＼
」〔
二
一
六
八
〕

「
寸
々

ツ
タ
／
＼
」
〔
二
四
七
八
〕
「
犇
々

ヒ
シ
／
＼
ト
」
〔
二
五
三
五
〕
「
累
々

ル
イ
／
＼
」
〔
二
五
六
一
〕
「
聞

々

せ
ン
／
＼
」
〔
二
五
六
二
〕
「
匐
々

ハ
ウ
／
＼
」
〔
二
七
一
三
〕
「
瀝
々

レ
キ
／
＼
」
〔
三
〇
一
二
〕
「
搖
々

ヨ

ウ
／
＼
」
〔
三
六
〇
五
〕
「
這
々

ハ
ウ
／
＼
」
〔
三
六
三
一
〕
「
閃
々

せ
ン
／
＼
」
〔
三
七
八
一
〕
の
語
を
見
る
。
ま

た
、
「
悠

サ
マ
／
＼
」
〔
一
六
一
一
〕
「
惘
然

ホ
レ
／
＼
」
〔
五
一
九
〕
〔
二
四
七
七
〕
「
萬
般

ハ
ン
／
＼
」
〔
三
二
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五
三
〕
「
倩

ツ
ラ
／
＼
」
〔
三
二
五
六
〕
「
一
切

ツ
ヤ
／
＼
」
〔
三
八
九
四
〕
と
訓
の
み
が
畳
語
と
い
う
も
の
も
見
え

て
い
る
。

四
字
熟
語
も
「
異
口
同
音

イ
ク
ト
ウ
ヲ
ン
」
〔
一
六
七
三
〕
「
一
生
補
處

イ
ツ
シ
ヤ
ウ
フ
シ
ヨ
」
〔
二

二
四
八
〕
「
右
往
左
往

ウ
ワ
ウ
サ
ワ
ウ
」
〔
四
四
三
〕
「
巧
言
令
色

カ
ウ
ケ
ン
レ
イ
シ
ヨ
ク
」
〔
九
一
四
〕
「
絳
樹
青

琴

カ
ウ
シ
ユ
せ
イ
キ
ン
」
〔
四
一
〕
「
那
邊
這
邊

カ
ナ
タ
コ
ナ
タ
」
〔
三
〇
三
二
〕
「
是
彼
非
此

カ
レ
ヲ
せ
シ
コ
レ
ヲ

ヒ
ス
」
〔
二
二
九
一
〕
「
干
戈
戚
揚

カ
ン
ク
ワ
せ
キ
ヤ
ウ
」
〔
七
〇
四
〕
「
苦
集
滅
道

ク
ス
メ
チ
」
〔
三
五
六
一
〕
「
久

遠
実
成

ク
ヲ
ン
シ
ツ
シ
ヤ
ウ
」
〔
一
七
〇
七
〕
「
卿
子
冠
車

ケ
イ
シ
ク
ワ
ン
シ
ヤ
」
〔
二
七
七
六
〕
「
叫
騒
怒
張

ケ
ウ
サ
ウ
ト
チ
ヤ
ウ
」
〔
二
二
八
七
〕
「
堅
石
白
馬

ケ
ン
せ
キ
ハ
ク
ハ
」
〔
二
二
八
六
〕
「
元
老
智
化

ケ
ン
ラ
ウ
チ

ク
ワ
」
〔
四
九
二
〕
「
公
孫
無
知

コ
ウ
ソ
ン
フ
チ
」
〔
六
四
八
〕
「
國
内
通
計

コ
ク
ナ
イ
ツ
ウ
ケ
」
〔
三
一
四
六
〕
…


